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用の大きさを定めることができた。この異方性は反強磁性の形成が s-d相互作用を通じて、 s 電子の
偏極に関係すると考え、 Au の s 電子の Fermi 面をこの合金に仮定することによって説明することが
できた。
温度を変化させることによって磁気的手刻字形成の臨界状態を作り、ごこでの中性子散慢散乱を測定
することによって相互作用を求めることは、すでに多くの研究で試みられているが、濃度を変えるこ
とによって臨界状態を作り、これから相互作用を定めたのは本研究が始めてであり、又、得られた結
果もユニークなものである。
以上、中井君の研究は、金属合金の磁性について、新らしい理解の手段を提供したものと認め、理
学博士の学位論文として十分の価値があるものと認める。
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